フィジー諸島共和国での自然体験実習・第5回

2007.6.8

知識工学部　分子・生命・地球科学コース

萩谷　宏

期間：2007年8月30日～9月10日の12日間

場所：フィジー諸島共和国、スバ、ナンディ、ガリマーレ石灰岩周辺、及びマナ島。

対象：武蔵工業大学工学部・環境情報学部の学生・大学院生

参加人員：学生28名(予定)。他に教職員7名、添乗員1名予定。

旅行代理店：トップツアー（旧社名：東急観光）　担当：寺阪（往復航空券・保険取扱、全日程添乗）

現地旅行社：ATS Pacific　（旧社名：UTC-Fiji）

現地コーディネート：Mr. Fereti Inoke

大学側引率者：萩谷　宏　講師（知識工学部・化学）矢ヶ部重隆　講師（非常勤・化学実験担当）他

学外講師：勝木　俊雄氏（独立行政法人森林総合研究所・主任研究員：植物学）

共同実施：南太平洋大学(University of the South Pacific)

　School of Marine Study　（Lecturer Dr. Suzanne Pohler）

　Faculty of Science and Technology　（Senior Lecturer Dr. Kifle Kahsai）　学生15名

費用：学生１人あたり19万円見込み：航空券9万円、宿泊費・交通費・実習費：7.5万円。税2.5万円

目的：

　１）フィジーの自然観察：地形・地質調査、資源探査、植生調査、天体観測、気象観測、珊瑚礁観察

　２）土木・建築実習：測量（GPS含む）、道路建設、上下水道整備、建築物設計、住環境調査。

　３）国際交流・民俗：カヴァの儀式、現地語の修得、民俗調査、スポーツなどでの交流

　４）語学研修：実用的な英会話（フィジー諸島共和国は英連邦の一員、公用語は英語）

　５）メディア：映像記録実習、html形式での実習報告レポート作成。

実施日程

A.直前学習：８月22,23,24日を予定。地質・植生調査、測量の基礎学習。皆川教授による講義

B.現地実習日程

８／30（木）成田19:00発　FJ303　機内泊

８／31（金）ナンディ空港6:40着、バスでスバ移動、USP訪問、フィジー博見学。コーラルコースト泊

９／１（土）午前：フィジー事情の講義、午後：タブニ砦見学、市場買い出し。コーラルコースト泊

９／２（日）昼：USP教員・学生合流、午後：珊瑚礁観察実習。夜：挨拶。コーラルコースト泊

９／３（月）午前：セブセブ。午後：地質調査／植生調査／測量実習　第１日　コーラルコースト泊

９／４（火）地質調査／植生調査／測量実習　第２日　コーラルコースト泊

９／５（水）地質調査／植生調査／測量実習　第３日　USP学生・教員はスバへ戻る。コーラルコースト泊

９／６（木）予備日。現地調査。希望者は調査地の村に宿泊。残りはコーラルコースト泊

９／７（金）ナンディ経由、マナ島に移動　水処理施設など見学。マナ島泊

９／８（土）マナ島での珊瑚礁観察、測量実習。マナ島泊

９／９（日）ナンディに移動　実習内容まとめ。お別れ会。ナンディ泊

９／10（月）10:30ナンディ発FJ302　16:30成田着　解散
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現地状況

　フィジー共和国：人口約90万人。ビチレブ島及びバヌアレブ島を中心に、約330の島からなる。首都スバ。メラネシア系フィジー人と移民のインド人が各51%、44%を占める。政治的にはフィジー系が強く、経済の実権はインド系住民が握る。ラグビーが盛ん。宗教はカトリック（フィジアン）、ヒンズー教・イスラム教（インディアン）など。対日感情良好。治安良好。主要産業は観光、サトウキビ農業、鉱業、軽工業、漁業。GDPは約17億ドル(2000年)。南太平洋諸国の中では中心的な役割を果たしている。

　日本からは成田発の直行便が月木土の週３回往復。距離7200kmで所要時間約８時間半。時差は日本時間＋３時間。道路は日本と同じ左側通行。通貨はフィジードル。1FJ$＝約75円。軽作業の日当がF$10-15程度。食事はフィジー系の集落ではダロ、キャッサバなどの芋類、バナナを主として、米、小麦、野菜、鶏肉、魚など。インド系は香辛料の多い伝統的インド料理を主体とする。

　2006年12月にバイニマラマ軍司令官による無血クーデタ－があり、各国が援助を停止したが、閣僚の公募、汚職追放キャンペーンなどで、その後の政治状況は安定している。山間部を除き携帯電話が使用可能。水道水は飲用に問題なし。道路、橋梁など社会資本は未発達。

　大陸から離れているため、伝染病、寄生虫の心配はない。SARS感染者も過去に出ていない。

メインの調査・実習地

　フィジー最大の島、ビチレブ島西部のフィジー第二の大河・シンガトカ川の中流、河口から約40km上流の内陸部にある石灰岩の丘陵地帯。2003年から実習場所として現地のフィジー系住民の協力を得ている。

動植物相、地質調査などのほか、ガリマーレ石灰岩の採石場開発にともなう道路設計、測量、建設、橋梁設計などの作業が想定される。地権者は８つの集落に分かれており、集落と共有地（山地）に入るためには、このうちひとつの集落で祖霊に対する儀式（セブセブ：カヴァを飲む儀式）を最初に行うことが必要。貨幣経済はある程度浸透しているが、山間部では伝統的な集落形態と生活様式を守っているので、民俗学、宗教学的な研究にも好適。建築や住環境の調査も行っている。

マナ島

　ママヌザ諸島の珊瑚礁の島のひとつで、日本の会社（葵リゾート）の経営するホテル。支配人を含む日本人スタッフが常駐し、観光客も日本人の利用が約30%と多い。リゾートを支える上下水道・電源などの基盤設備見学、珊瑚礁の水中観察・陸上の植生観察などを予定。

コーディネート・スタッフ

　ウイング・インベストメント（株）は日本系の現地法人で、およそ10年にわたってフィジー共和国で投資活動の他、海岸清掃などのボランティア活動をしている。メインの実習地であるガリマーレ地域では、６年かけて地権者である地域の全住民の同意書を取り、政府から資源探査ライセンスを得て、2001年3月より試掘ボーリングを実施している。

USP（南太平洋大学）

　正式名称はThe University of the South Pacificであり、南太平洋諸国12カ国（クック諸島、フィジー、キリバス、マーシャル諸島、ナウル、ニウエ、ソロモン諸島、トケラウ、トンガ、ツバル、バヌアツ、サモア）が資金を拠出して1968年に設立された、この地域最大（ほとんど唯一）の総合大学。本部はフィジーの首都スバ(Laucala Campus)にあり、在学学生と職員は２万人に達する。農学部など２つの学部が他国にキャンパスを持つほか、衛星回線を使った通信教育も実施されている。今回の実習では、海洋学科(School of Marine Sciences)のSuzanne Pohler博士（海洋地質学、ドイツ国籍、女性）と理工学部(Faculty of Science and Technology)のKifle Khasai博士（地質学）が協力し、両方から学生が参加する予定。

メディア関係

映像制作の基礎について実習を行う。USP学生に日本や武蔵工大を紹介するための映像制作を課題とする。また、現地で撮影した素材で帰国後に映像作品を制作する。

実習の成績評価

・現地での活動状況と、帰国後提出のレポートで成績評価する。海外体験実習(1)（’07入学生）、海外自然体験学習（’06,’05入学生）、または後期の教養ゼミナール（’04以前の入学生）の単位を認定する予定。

補足資料：

実習全体について

＊2003年9月4日から9月15日に第一回実施。日本側学生26、教員他5、USP学生13、教員1参加。

＊2004年8月28日から9月12日に第二回実施。日本側学生19+8、教員他5、USP学生11、教員1参加。

＊2005年9月１日から9月17日に第三回実施。日本側学生19+4、教員他6、USP学生15、教員3参加。

＊2006年8月31日から9月16日に第四回実施。日本側学生15、教員他9、USP学生12、教員2参加。

＊2007年3月8日から17日にUSP訪問と現地の下見。教員他9名、学生・院生6名で実施した。

＊2007年7月に、最終打ち合わせと現地確認のため萩谷がフィジーに渡航しUSPのKhasai講師、Pohler講師と面談予定。

＊コーラルコーストでは学生に自炊させる。キッチン付き宿（クロウズネストまたはツバクラ）を使う。

＊ナンディの宿泊はTokatoka, Tanoa, Mocamboのいずれかに３名ずつ。マナ島はブレ形式で３人ずつ。

＊USPはこの共同学習を高く評価しており。今年も参加(9/2-5)見込み。USPのPhysical Geologyの講義(SC203)の一部としてレポート提出を義務づけ、単位認定の予定。

＊保険をかける。学生課に旅行届。ルート選定を慎重に行う。学生の疲労度を確認する。

コーラルコースト、ナンディでの実習

＊グループに１台ずつ、特小無線機を持たせる。部屋ごとには内線・外線電話完備。

＊動画、静止画による自然、民俗の観察記録制作。

＊映像記録はメインの目的ではないが、NHK他の取材・将来の番組制作も想定。業務用カメラを準備。

＊毎日の記録はできるだけ当日に書かせないと記憶が薄れる。実習内容が多い。文集作成も想定。

＊夜間の天体観測をさせたい。9/4は干潮時に珊瑚礁観察。

ガリマーレ石灰岩の現場実習

＊調査中はコーラルコーストに宿をとり、貸し切りバスで毎日往復。朝8:30発、夕方15:30現地発。

Sigatoka Valley Roadから、ボートで渡河往復。途中の買い出しを含め、宿には17時帰着。（日没18時）

＊作業・実習は３～４人一組。６班を２班ずつ３グループ　教員＋アシスタント学生2名以上配置予定。

＊USPの学生・教員は、現地で合流。参加人数によるが、基本的には宿を含め同一行動で対応。

＊非常時対策、特に病院、診療所の確認。必要があればヘリ空輸できる。

＊現地習慣として、すべての物資を共同で所有し、分け与えるのが美徳であるということになっているので、

貴重品の扱い、現場への持ち込み物品の制限など注意が必要。基本的に宿に預ける。

＊村のこどもに対しても、写真以外の遊具・商品類を持ち込まないことを徹底する。

＊日曜は完全に休む習慣なので、作業を入れない。

＊渡河ボート用にライフジャケット用意（村とWingにデポジット済）

＊現地泊は、村の集会所を借用予定。10名～15名。今回も1泊。乾期なので水不足の可能性あり。

マナ島での実習

＊マナ・アイランドリゾートの環境対策を見学。発電、貯水、水処理、ゴミ処理など。GPS測量。

＊珊瑚礁の観察の指導、生物相の講義など、現地AQUATREKに依頼。

＊レポートを現地にいるうちに書かせる。テーマは自分の発見を活かせるように、ある程度自由にする。

ガリマーレでの実習形式案

9/3（月曜）～9/5（水曜）　USPと共同実施。

9/3（月曜）にオリエンテーション。村への挨拶と、調査地全体の確認。ガイダンス。

午後、３グループに分かれての作業をさせる。方法は担当者で検討する。例年の作業は以下の通り。

・地質は河原での石の分類、走向・傾斜の測定法など。

・植物は代表的な種類の確認。

・GPS機器の動作確認、地図の位置確認。

9/4, 9/5, 9/6（予備日）に調査実習。３人１班で、６班を想定。USP学生も組み込む。機材を余分に用意。

２班６人ずつ３組に分割。地質調査、植生調査、土木（測量）実習にそれぞれ分ける。

民俗調査や住環境調査をあてる可能性もある。

引率者は、各組に教員１名、学生アシスタント１名をつける。

例年ウイングのご好意で村人のガイドをつけていただいている。

調査結果について、宿で英語でのプレゼンテーションをさせる。USPの学生と一緒に行う。

＃プレゼンテーションの練習が必要。出国前、到着後の講義など。

ルートまたは作業範囲を３つに分けて設定し、引率側はその３つの場所を１日ずつ調査して、

翌日は次の場所、翌々日は３つ目のところ、という具合にローテーションする。

学生は、２班単位で、初日は地質、２日目は植生、３日目は土木、という具合に回転する。

　　　地質　　　植生　　　土木

9/3 　１・２班　３・４班　５・６班

月曜　中央Ａ沢　東側地域　測量１

9/4 　３・４班　５・６班　１・２班

火曜　東側Ｂ沢　西側地域　測量２

9/5 　５・６班　１・２班　３・４班

水曜　西側Ｃ沢　中央地域　測量３

USPの学生・教員も各６人程度（日本側学生と同数）までで各班に別れて作業してもらう。宿とバスの制約から、教員・学生合わせて15名程度で交渉する。

作業は基本的に３，４時間の内容で設定し、現地でできるだけデータの記録をしてから宿に帰る。

自炊させるとすると、日のあるうちに帰らせたい。木曜夜は、希望者は村で１泊。食材など手みやげ持参。

最終日（木曜）は村の人々の前で、成果報告を簡単に英語で発表させたいが、村の事情から困難。

作図などデスクワークの場所と時間の確保が問題。クロウズネストの会議室の使用料から、ミーティングを

日曜、月曜、火曜で調整。ツバクラの場合は対策必要。

フィジー自然体験実習の実施目的

2007.5 萩谷　宏

＊実施目的と達成見込み

１）フィジーの自然観察：地形・地質調査、資源探査、植生調査、天体観測、気象観測、珊瑚礁観察 

　地質調査、植生調査：9/3-9/7　ガリマーレ石灰岩地域での３グループに分かれた実習。→地質調査の概要 

　資源探査：衛星写真解読（事前学習）、現地での断面図作成と石灰岩資源量の見積もり。 

　天体観測：夜に一斉観察を予定。ノートパソコンと全天星座表示ソフトを用意。デジカメと三脚用意。

　気象観測：9/1-9/7、海岸と内陸での気温測定（できれば）。マナ島でも可能なら測定。 

　珊瑚礁観察：コーラルコーストで観察。マナ島でのホテル側アクティビティ。 

２）土木・建築実習：測量（GPS含む）、道路建設、上下水道整備、橋梁設計、建築、住環境調査。 

　測量：9/3-9/7　ガリマーレ地域で測量実習を実施。事前学習で機器の取り扱いを学ぶ 

　　　　9/9　マナ島のGPS測量による地図作成実習。

　道路建設：石切場への道路建設に関わる測量作業を想定。

　建築：家屋建設計画。できれば事前に設計図を送り、建設を進めておきたい。

上下水道整備：9/3-9/7、井戸の候補地選定、下水道処理の検討。

9/8 マナ島のリゾート基盤設備見学時に水処理施設確認。 

　住環境調査：調査と平行して温度・湿度測定をしたい。 

３）国際交流・民俗：カヴァの儀式、現地語の修得、民俗調査、農業実習、スポーツなどでの交流 

　カヴァの儀式（セブセブ）：9/3　ガリマーレ地域に入る前にkoronisagana村で予定。　 

　現地語の習得：できるだけ9/3-9/7の調査期間中に村で習う。

　民俗調査：鈴木洋平氏による事前指導、フィジー博物館見学、タブニ砦遺跡見学などを用意。

　農業実習：今回は具体的な作業予定なし。ただし現地状況によって臨機応変にやる。 

４）語学研修：実用的な英会話（フィジー共和国は英連邦の一員、公用語は英語）

　・USPで英語の講義を受ける。英語でのプレゼンテーションを用意する。

・コーラルコースト及びナンディの宿は日本語が通じない。

日本人客の比率は1%-10%と低いリゾートなので、すべての用事は英語で済ませる 

・市場での買いだし：9/1土曜午後にシンガトカの市場で、基本的な食材の調達。

9/3以降はシンガトカの市場で各自が不足分の食材調達。 

・ナンディでの買い物：9/10午後を予定。その他あらゆる局面で随時英会話が必要になる。 

５）メディア：映像記録実習、実習報告レポート作成。 

　レポート提出：html形式によるデジカメ画像をつけた報告書または10分以内のテーマ映像を編集して提出。

　大学と日本の紹介用映像を学生に事前に制作させる。（USPで上映）

フィジーでの連絡先

（フィジー共和国の国番号は679です。日本からは（国際電話番号）-679-xxx-xxxx　となります）

＊宿泊先

タノア・インターナショナル・ホテルTanoa International Hotel
住所：P.O. Box 9203, Nadi Airport
電話：(679)672-0277　FAX：(679)672-0191
reservations@tanoahotels.com.fj　http://www.tanoahotels.com

トカトカ・リゾート・ホテル　　Tokatoka Resort Hotel

住所：P.O.Box9305, Nadi Airport
TEL: 672-0222　FAX: 672-0400
tokatokaresort＠connect.com.fj
http://www.bulafiji.com/web/tokatoka/

マナ・アイランド・リゾート　　Mana Island Resort

住所：P.O.Box610, Lautoka
TEL: 666-1333　FAX: 666-2713
resort＠manafiji.com
http://www.aoi-resort.co.jp/fiji/

ザ・クロウズ・ネスト　　The Crow’s Nest　（9/3-8泊）

住所：P.O.Box 270, Singatoka, FIJI　ISLANDS.
電話番号 : 650-0230, 650-0513 　fax番号 : 652-0354 
crowsnest@connect.com.fj

http://www.crowsnestfiji.com/

＊コーディネート

ATS Pacific　（宿泊及び交通の手配）

TEL: 672-0457, 672-2811　（平日8:30-17:00、日本語可）
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